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主
要
農
作
物
種
子
法
案 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
種
子
の
生
産
に
つ
い
て
ほ
場
審

査
そ
の
他
の
措
置
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
で
「
主
要
農
作
物
」
と
は
、
稲
、
大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
で
「
ほ
場
審
査
」
と
は
、
都
道
府
県
が
、
種
子
生
産
ほ
場
に
お
い
て
栽
培
中
の
主
要
農
作
物
の
出
穂
、
穂
ぞ
ろ

い
、
成
熟
状
況
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
を
い
い
、
「
生
産
物
審
査
」
と
は
、
都
道
府
県
が
、
種
子
生
産
ほ
場
に
お
い
て

生
産
さ
れ
た
主
要
農
作
物
の
種
子
の
発
芽
の
良
否
、
不
良
な
種
子
及
び
異
物
の
混
入
状
況
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
を
い

う
。 

（
ほ
場
の
指
定
） 

第
三
条 

都
道
府
県
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
林
水
産
大
臣
が
都
道
府
県
別
及
び
主
要
農
作
物
の
種
類
別
に
定
め
た
種
子
生
産
ほ
場

の
面
積
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
譲
渡
の
目
的
を
も
っ
て
、
又
は
委
託
を
受
け
て
、
主
要
農
作
物
の
種
子
を
生
産
す



 

 
 

 

二 

る
者
が
経
営
す
る
ほ
場
を
指
定
種
子
生
産
ほ
場
と
し
て
指
定
す
る
。 

２ 
そ
の
経
営
す
る
ほ
場
に
つ
い
て
前
項
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
都
道

府
県
に
そ
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
審
査
） 

第
四
条 

指
定
種
子
生
産
ほ
場
の
経
営
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
「
指
定
種
子
生
産
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ

の
経
営
す
る
指
定
種
子
生
産
ほ
場
に
つ
い
て
ほ
場
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
種
子
生
産
者
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
ほ
場
審
査
証
明
書
に
係
る
指
定
種
子
生
産
ほ
場
に
お
い
て
生

産
さ
れ
た
主
要
農
作
物
の
種
子
に
つ
い
て
、
生
産
物
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ほ
場
審
査
及
び
生
産
物
審
査
（
次
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
審
査
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
種
子
生
産
者
の

請
求
に
よ
っ
て
行
う
。 

４ 

都
道
府
県
は
、
指
定
種
子
生
産
者
か
ら
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
、
審
査
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

５ 

審
査
の
基
準
及
び
方
法
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
準
拠
し
て
都
道
府
県
が
定
め
る
。 



 
 

 

三 

６ 

前
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
と
し
て
具
備
す
べ
き
最
低
限
度
の
品
質
を
確
保

す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
定
め
る
。 

７ 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
を
行
う
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
ほ
場
審
査
証
明
書
等
の
交
付
） 

第
五
条 

都
道
府
県
は
、
ほ
場
審
査
又
は
生
産
物
審
査
の
結
果
、
当
該
主
要
農
作
物
又
は
そ
の
種
子
が
前
条
第
五
項
の
都
道
府

県
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者
に
対
し
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
ほ
場
審
査
証
明
書
又

は
生
産
物
審
査
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
都
道
府
県
の
行
う
勧
告
等
） 

第
六
条 

都
道
府
県
は
、
指
定
種
子
生
産
者
又
は
指
定
種
子
生
産
者
に
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
を
委
託
し
た
者
に
対
し
、

主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
の
た
め
に
必
要
な
勧
告
、
助
言
及
び
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
） 

第
七
条 

都
道
府
県
は
、
主
要
農
作
物
の
原
種
ほ
及
び
原
原
種
ほ
の
設
置
等
に
よ
り
、
指
定
種
子
生
産
ほ
場
に
お
い
て
主
要
農



 

 
 

 

四 

作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
主
要
農
作
物
の
原
種
及
び
当
該
原
種
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
主

要
農
作
物
の
原
原
種
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
主
要
農
作
物
の
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
以
外
の
者
が
経
営
す
る
ほ
場
に
お
い
て
主
要
農
作
物
の
原
種
又
は
原
原
種
が
適
正
か
つ
確
実
に

生
産
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
ほ
場
を
指
定
原
種
ほ
又
は
指
定
原
原
種
ほ
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
指
定
に
つ
い
て
、
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
同
項
の
指
定
原
種
ほ
又
は
指
定
原

原
種
ほ
に
お
け
る
主
要
農
作
物
の
原
種
又
は
原
原
種
の
生
産
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
の
試
験
） 

第
八
条 

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
普
及
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
必
要
な
試
験
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
 

 

五 

 
（
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
条
第
四
号
を
削
る
。 

 

（
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
の
能
力
の
活
用
） 

第
三
条 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
国
内
外
の
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
主
要
農
作
物
の
生
産
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
国
及
び
都

道
府
県
以
外
の
者
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
外
国
政
府
及
び
そ
の
代
表
者
並
び
に
外
国
の
法
人
及
び
団
体
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
外
国
人
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
法
人
又
は
団
体
で
あ
っ
て
外
国
人
等
が
そ
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
又
は

外
国
人
等
が
そ
の
役
員
の
三
分
の
一
以
上
若
し
く
は
外
国
人
等
に
よ
り
直
接
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
と
外
国
人
等
に
よ

り
支
配
法
人
等
（
外
国
人
等
に
よ
り
直
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
割
合
以
上
で
あ
る
法

人
又
は
団
体
を
い
う
。
）
を
通
じ
て
間
接
的
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
割
合
と
を
合

計
し
た
割
合
が
そ
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
能
力
を
活
用
し
た
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種

子
の
安
定
的
な
生
産
及
び
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 





 
 

 

七 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
種
子
の
生
産
に
つ
い
て
ほ
場
審
査
そ
の
他
の
措
置
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


